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日本在来馬には南方系の小型馬 (トカラ馬)と北方系の中 型馬､(御崎馬,木曽馬,北海道和種な

ど)が知られているI.l''-.これら在来馬に関する解剖学的研究には吉川ら2)による木曽馬,林田ら3)

による トカラ馬の報告があるにすぎない.吉川 らは純粋に近いと思われる木曽馬を調査 し,盲 ･結

腸の形態,特にその腹腔内位置に著 しい特徴のあることを認めた/すなわち,一般の洋種系統馬で

は腹側結腸がr馴空の左右両壁に平行 して走 り,体の正中線上に盲腸があるが,木曽馬では商腸の位

置が)馴空の右側にかたより,その背側を右腹側結腸が走るという.一方,林田らは トカラ馬と純内

国塵アラブ種を解剖 し,その筋肉や内臓を比較 した結果 トカラ馬はアラブ種に比 し筋肉では皮筋と

攻筋,内臓では唾液腺,肝臓,脳の体重比が大であり,かつ百 ･結腸の位置的関係が木曽馬に類似

することを認めた.

筆者らは御崎牧組合の好意により,現地で死亡 した御崎馬を本学へ搬送 して解剖する機会を得,.･

その筋肉や内臓を観察 し,上記の木曽息 トカテ馬およびアラブ種とどのように違 うかを検討した.

材 料 お よ び 方 法

供試馬は第2報 4)記載の死亡馬No･30である.すなわち',1971年 12月4日,,都井岬の小松力丘

南斜面かち県道上に転落死 したもので (5才半,雄,窯鹿毛),本学まで約 100kmの道程 を トラt'y

クで運搬 した.このノ∈引よ推定体高 133.3cm5),体重 275k宮,栄養状態良好で,御崎馬としては乎埠

を上回る体格 (平均推定体高 129.73cm)5)~と考えられる.剤皮 して皮筋の状態や腹腔内における百

･結腸の位置を確かめたのち,消化管の大きさ,筋肉 ･内職等の重畳を測定 した-(再量はすべて放

血を行なわない場 合の数値).

･Ii

:串家畜解剖学研究室 **家畜繁殖学研究室
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結 果 お よ び 考 察

Ⅰ 筋 学 的 所 見

1) 皮 筋 の 筋 質 部

御崎馬の肩上腕皮筋と体幹皮筋の状態を示すと第 1図のとおりである.肩上腕皮筋は薯甲付近の

浅頚筋膜に起こり,肩 と上腕部のほとんどを被 うほどよく発達する.体幹皮筋は肩上腕皮筋の後縁

から起こって胸 ･腹部を被い,その腹側縁は白

線の上 10-15cm,背側緑は背線 の下約 10cm

の距離をへだてて後達 し,筋経線は後背方に向

かって走る.なお,体幹皮筋の背側縁は腰角の

ほぼ 35cm前方から下走 して瞳ヒダに至る.肩

上腕皮筋と体幹皮筋の合計重量 (左側のみ)は

1758gmで, 計測 した総筋重量 (後述)に対す

る比率は3.98%である.林田ら3)は肩上腕皮

筋が トカラ馬で肩甲部の約 1/3を被 うのに対

し,アラブ種ではその全域を被い,また体幹皮 第 1図 御崎馬の肩上腕皮筋掬 と体幹皮筋(B)

筋の筋線維が前者で水平に走るのに対 し,後者

で腰角部から放散する状態を示すという.さらにこれらの皮筋の総筋重量に対する比率 を算出した

ところ, トカラ馬 4.77%,アラブ種 3.66%である.したがって,御崎馬の皮筋は外見 的な発達

皮,すなわちその広がりや筋線維の走 り方はアラブ種に似るが,重量的な発達度はアラブ種 ヒトカ

ラ馬の中間に位することになる.

2) 主要筋 の測 定 値

御崎馬の筋の発達状態 を調べるため,1側の主要筋重量を測定 し,林田ら3)が報告 したアラブ種

および トカラ馬のものと比較 した (第 1表).

計測 した御崎馬の 47筋の合計重量は 44.163Kgであり,体重に対する割合は 16.06% とな る.

林田ら3)が報告 したアラブ種および トカラ馬の同 じ筋の合計重量とその体重比はそれ ぞれ 51.280

Kg,13.49% ;24.061Kg,13.01%であり,3馬種問に比較上の差があることがわかる. したがっ

て,個々の筋の発達状態 を比較するに当っては,その実測 値や体重比でなく,それぞれの合計筋重

量に対する個々の筋の重量比を求め,それを目安 とした.その結果,御崎馬では前肢帯 6)の広背

筋,深胸筋 ;前肢の肩甲下筋,烏口腕筋,上腕三頭筋,浅指屈筋 ;後肢の殿筋,大腿二頭筋,長祉

伸筋 ;躯幹の頭最長筋 (以上 10筋) が他馬種をぬいて最大値 を示 した. しか し,残余の筋のうち

攻筋など18筋はアラブ種 とトカラ馬の中間値を,また菱形筋など19筋は両馬種より低い値を示 し,

総体的には御崎馬の筋がこれ らの馬より発達 しているとは言い難いことが判明した.なお林田ら3)

は トカラ馬において皮筋や攻筋がアラブ種よりもよく発達することを観察 しているが,御崎馬にお

いてもこれと同 じ傾向がうかがえる.

3) 前身区と後躯の筋重量

御崎馬の体型を考察するため前躯 と後身区を構成する主要筋 (名称は第 2表注記参照)の重量比を

算出し,林田ら3)が報告 したアラブ種や トカラ馬の場合 と比較 した (第 2表).

測定 した前身区の 14筋に対する後躯 6筋の筋重割合を各馬別にみると,均 整 が最もよくとれてい

るといわれるアラブ種が 66･98%,御崎馬 67.24%, トカラ馬 72.77%で,御崎馬は トカラ馬より
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もアラブ種に近い値 を示す.次に各馬種間で前躯 ･後身区別の筋重割合をみる と,御崎馬 とア ラブ種

は前躯 86･20%,後躯 85･86%で双方の問に大差がないが,トカラ馬 とアラブ種ではそれぞれ46.34

潔,42･66%で両者間に大差がある.このことについて,林 田 ら3)は トカラ馬の後躯は前躯 に比 し

貧弱であると指摘 しているが,御崎馬では両躯の均整が よく保たれ,その体型は トカラ馬 よりもア

ラブ種に似ている と判断される.

第 1表 御 崎 馬 の 筋 重 量 の 測 定 値

筋 名

肩上腕十体幹皮筋
頃 筋
僧 帽 筋
菱 形 筋
腹 鋸 筋
広 背 筋
浅 胸 筋

-1 こ

柿 下 筋
小 円 筋
肩 甲 下 筋
大 円 筋
烏 口 腕 筋
上 腕 二 頭 筋
上 腕 筋
上 腕 三 頭 筋
侯 側 手 根 伸 筋
総 指 伸 筋
外 側 指 伸 筋
尺 側 手 根 伸 筋
長第一指外転筋
僕 側 手 根 屈 筋
尺 側 手 根 屈 筋
浅 指 屈 筋
深 指 屈 筋

脊汁好垂畜正
る比率(%)

蒜.7ブト㍍ラ

伸
骨

顔

長

体 重 i 275ltg

全書響 ×100 16･06 r1 3･49E13･0 1

(注) *は林田ら3'の報告から算出

第 2表 前 躯 と 後 姫 の 筋 重 量 の 比 較

分

徳

(注) 前躯の筋;僧帽筋,菱形筋,腹鋸筋,浅胸筋,深胸筋,三角筋,蘇上関,蘇下筋,小円筋,大円筋,肩甲下筋,
上腕二頭筋,上腕三頭筋,烏口腕筋 (14砺).
後腹の筋 ;殿筋,大腿二頭紡,半腿横筋,半膜様筋,薄筋.大腿四頭筋 (6筋).
*は林田ら3)の報告から算出.

ⅠⅠ 内臓 学 的 所 見

1) 盲腸および大結腸の腹腔 内位置
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日本在来馬の腹腔内における盲 ･結腸の位置

的関係について,吉川 ら2)は木曽馬で盲腸が腹

腔の右側にかたよって存在することを認め,林

田ら3) も トカラ属で同様の所見 を得ている.こ

のことを念頭におき,御崎馬の盲 ･結腸 を注意

深 く観察 した結果,盲腸は先端 (盲腸尖) を左

腹壁につけてEM夏部に横たわ り,それに伴い左

腹側結腸の後半は盲腸尖の背側に,右腹側結腸

の前半は体の正中線 を越えて左側に張 り出して

いた.現地で解剖 した別の3豆引こついても同株

の所見が認められたが,第 2図はそのうちの 1

頭で,栄養失調のため都井岬の厩舎で死亡 した

ものである.この図に見るような盲 ･結腸の位

置的関係が正常 とすれば,すこぶる興味ある所

見 といえるが,これまでの例はいずれも死亡 し

てか ら解剖までに10時間以上経過 してお り,

そのため盲 ･結腸にガスが充満 してこのような

転位を起こしたとも考えられる.

2) 消 化管 の長 さ

御崎馬の消化管各 部の長 さを測定 し,林田

ら3)が報告 したアラブ種や トカラ馬のものと比
第 2 図 御 崎馬の盲腸と大結腸

C 盲腸,D 右 腹側結腸,E左傾側結腸

較 したのが第 3表である.一般に消化管の長さ

は体高や体長 との割合で比較されることが多いが,ここでは林田ら3)にな らい,体重を基準 として

比較 した.

まず御崎馬とアラブ種 との関係 をみると,体重は前者が後者の 72.37%であるのに対 し,腸管の

長きは 90.00-98.44%で,御崎馬のほうが体重に比 し腸管の割合が大 きい. トカラ馬とア ラブ桂

との問ではさらにその差が大 とな り (48.68% :79.16-95.01%),また御崎馬と トカラ馬は逆に体

重比よりも腸管の長さの比率が小 さくなっている (148.65% :103.60-119.17%). したが って こ

のような方法で比較 した場合,腸管の長さは トカラ馬,御崎馬,アラブ種の順に長いことになる.

第 3表 御 崎 馬 の 消 化 管 の 長 さ

区 分

(体 重 比,%) l l 72.37 E 48.68 1 148.65

(注) アラブ種,トカラ馬の数値は林田ら3)の報告から算出
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3) 盲腸および大結腸の大きさ

盲腸および大結腸の大きさや回盲口と盲結口

の距離などを測定 し,林田ら3)が報告 した トカ

ラ馬のものと比較 した (第4表). なおこのほ

か林田 3)のアラブ種および吉川ら2)の木曽馬の

数値とも比較対照 した.

この表に見るごとく,御崎馬の回盲口から盲

結口までの内側距離 (8.0cm) は林田らの トカ

第 4表 御崎馬の盲腸および大結腸の大きさ
部 位 †御(盟 )馬巨Tc評 *

盲腸 体 中央部 の 外 周
回盲口と盲結ロの内側距離

〟 の中心距離
腹
健
腹
馴

右
骨
左
結

腸結
曲

結腸
膨大部

の
の
の
の

最大 外 周
′′

//

′′

*は林田ら3)の報告による

0
0
0

0
2
9
6

0
8
1

7
0
9
9

7

1

6
3
4
7

0
5
0
0
0
0
0

1
9
2
3
5
2
5

5

1
5
2
5
7

ラ馬 (9.5cm)より短かく,アラブ種 (8.0cm)

と同 じ長さを有 し,またその中JL､距離 (ll.0cm)は吉川らの木曽馬 (6指幅,駒 lo.5cm) と近似

する.このほか,御崎馬の盲腸の腹側縦ヒモの幅 (3mm)は林田らのアラブ種 (5mm)や トカラ

局 (7.5mm)に比べて狭い.また腹側縦 ヒモと内側縦ヒモの移行部が不明瞭な点はアラブ種に似

るが,盲腸 リンパ節の大きさ (大なるもの 3.8×1.0cm)は トカラ馬 (3.0×1.5cm)に近似する.

4) 諸臓器 の重 量

御崎馬の諸臓器の重量を測定 してそれぞれの休環比を求め,林田ら3)のアラブ種や トカラ馬の数

値と比較 したのが第 5表である.

これによると,諸臓器の体重比のうち,御崎

馬の耳下腺,下顎腺,肝臓,勝臓,肺,腎臓は

3馬種中最大値を示 し,心臓と脳は他馬種の中

間値,副腎と甲状腺は他 と等 しいかまたはそれ

より小なる値を示 した.林田ら3)は トカラ馬の

耳下腺,下顎腺,肝臓,脳などがアラブ種に比

し体重の割 に重いとしているが,御崎馬の諸臓

器が非放血とはいえ,それを上回る値を示 した

のは興味深い.

以上の解剖学的観察から,御崎馬の皮筋の外

見的所見,前 ･後躯の均整状態はアラブ種に近

似 し,また皮筋の重量的な発達度,消化管の長

さなどはアラブ種ヒトカラ馬の中間に位するが,

第5表 御崎馬の諸臓器の重 さ

区 分

下
顎

肺

臓

腎

脳
腺

〃

〃

状

耳
下
肝
豚
牌

心
腎

副

甲
〟

腺
腺
臓
臓
臓

T.:
‖
;;
;.
;;

い
い

(
(
(
(

(
(

測定値
(gm)

1"｡ ｡..),,リ "..;ll,

2:甘 ?:?去字

｣ ∴ 三

*林田ら3'の報告から算出
広背筋など10筋が発達すること,盲 ･結腸の位置的関係, お よび耳下腺など6臓器の重量が大な

ることなどは御崎馬に特有の所見 と言えよう.

要 約

御崎馬 (中型 日本在来馬) 1頭 (5才半の雄,体重 275kg) を解剖 し,これ までに報告 されて

いる木曽馬 (中型 日本在来馬 ;吉川 ･岡部 '53), アラブ種 (純内国産洋種 ;林田 ･山内, '56)

および トカラ馬 (小型 日本在来馬 ;林田 ･山内,'56)の所見と比較 した.得 られた結果 は次 の と

おり.

1) 御崎馬の肩上腕皮筋と体幹皮筋の発達状態は,外見的にはアラブ種に似るが,重量的にはア

ラブ種ヒトカラ馬の中間に位 している.

2) 47筋 (皮筋を含む)の合計重量に対する個々の筋の重量比をみると,御崎馬はアラブ種およ
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ぴ トカラ霜に比 し,10筋 (前肢帯の広背筋な ど)において最大値,18筋 (唆筋な ど) で中間値,

残 り19筋 (菱形筋な ど)は最小値を示す.

3) 前躯 と後躯を構成する主要筋の重量比か らみて,御崎馬は両躯の均幣がよく保たれ, トカラ

馬よりもアラブ種の体型に近似する.

4) 御崎馬の盲腸は申腹部を横切 って盲腸尖が左腹壁に達 し,左腹側結腸がその背側に桂岡する

が,これは馬の死亡か ら解剖までの時間が長かったため,盲腸にガスが充満 して転位を起こしたこ

とも考えられる;

5) 御崎馬の腸管の長さの比率はアラブ種 と トカラ馬の中間に化 し,盲腸 リンパ節の大 きさは ト

カラ馬に似るが,回盲口か ら盲結口に至る距離や盲腸 ヒモの形状はアラブ種 ･木曽馬に近似する.

6) 諸臓器の休頂比をみると,御崎馬はアラブ種や トカラ馬に比 し,耳下腺,下顎晩 肝臓,肺

胞 肺,腎臓,肝臓において最大値,心臓 と脳は中間値,副腎と甲状腺は他馬柿 と等 しいかまたは

それより小なる値を示す.

この研究を行なうに当り,材料の提供をいただいた御崎牧組合,並びに馬の解剖 にご協力いただ

いた本学家畜病理学研究室 ･野坂 大助教授,立両 晋教官に謝意を表 し, また本稿の起判 こ際 し

種々ご教示をいただいた同研究室 ･芦沢広三教授に厚 くお礼を申 し上げる.

1) 林田重幸,

2) 吉川徹雄,

3) 林田重幸,

4) 斎藤勇夫,

5) 斎藤fFfj夫,

6).加藤憲太郎
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Summary

rA Misakihorse(theJapanesenativehorseofmiddletype)hasbeendissectedinorderto

comparetheanglysiswiththeviewonKisohorses(theJapanesenativehorseOfmiddletype,

YoshikawaandOkabe,'53),Arab(HayashidaandYamauchi,'56)andTokarapony (the

Japanesenativehorseofsmall･type,HayashidaandYamauchi,'56)whichwereconventionally

reported･ 一

1) Althoughthecutaneousombobranchialmuscleandthecutaneousmuscleoftruゎkof

theMisakihorsearegrownasthoseoftheArabinapparent,theweightofthemuscleisbet-

weenthoseoftheArabandtheTokarapony.

2) Theweightratioofeachmuscletothetotalweightof47muscles(illCludingthecuta-

neousmuscle)havebeenobtainedtotcomparetheirgrowth.TheMisakihorseisseemedtobe

superiortotheArabandthe.Tokaraponyintenmuscles,tobeidenticalwiththemin18mus-
clesandtobeinferiortotheminother19muscles.

3) Consideringtheweightratioofmai'nmuscleswhichconstitutetheforepartandthe

hindpartofthebody,bothpartsoftheMisakihorsearewellbalancedandthebodyformre-

semblestotheArabmuchmorethantheTokarapony.

4) ThececumoftheMisaliihorsetraversesthemedialbellydiagonallytoreachtheape x

of.cecumtotheleft-abdominalwall,andtheleftventralcolonisonthebacktoit.However,
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tllismayhavebeenresultedfromthecontortionduetothececumfilledwithgasbecauseofthe

toolongintervalfromthedeathofthehorsetothedissection.

5) Althoughthelengthoftheintestinalcanalandthesizeofthelymphnodeofcecocolicum

oftheMisakihorseresembletothoseoftheTokarapony,thedistancefromostium ileocecale
toostiumcecocolicumandthewidthofthetaeniaofcecum resembletothoseoftheAraband

theKisohorse.

6) Weightratiosoftheparotidgland,themandibulargland,tlleliver,tllepanCreaSe,the

lung,thekidneyandthespleentothebodyoftheMisakihorsegreaterthanthoseoftheArab

andtheTokarapony,andratiosoftheheart,thesuprarenalgland,thebrainandthethyroid

glandarelessthanthelTl.




